
Newspaper Advertising Prize 2015

新聞広告賞■ 

新
聞
社
企
画
部
門 秋田魁新報社　営業局

秋田魁新報創刊１４０年記念「元気まで届ける新聞」
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◉広告主 ―――――――――――― キリンビール、ＴＤＫ、第一三共、ロッテ、ＤＨＣ、
森永乳業、宝くじ、ＪＡ全農あきた など１６社

◉掲載状況 ―――――――――２０１４年７月２日、別刷り２０ページ特集、カラー
◉広告活動 ――――――――― 創刊１４０年記念式典に佐々木希さんがゲストとして

登場した様子を、ウェブサイト、ＳＮＳで紹介
◉企画 ――――――――――――――― 秋田魁新報社営業局、電通
◉制作 ――――――――――――――― フロンテッジ
◉扱い ――――――――――――――― 電通

◉企画の概要と選定理由
止まらぬ人口減少、高い自殺率といった暗い話題が目立つ秋田の県民に元
気を届け、前向きに明日を迎えてもらいたいとの願いを込め、創刊１４０年を
記念して秋田美人の美しさをストレートに表現した新聞を発行した。顔を隠
し、わくわくさせた１面に続き、中面４枚の見開き紙面を並べると地元出身の
女優・佐々木希の等身大の人物像が完成する。この斬新なレイアウトで読
者に大きなインパクトを与え、紙面を手に入れ保存したいという気持ちをかき
立てた。顔や体のパーツごとに配置した広告枠も秋田美人をキーワードにし
た短いコピーが各商品、サービスの内容を効果的に伝え、ソーシャルネット
ワークなどを通じて全国に話題が拡散することで、大きな広告効果をもたらし
た。秋田美人の肌の美しさを見事に再現した新聞の高度な印刷技術力とも
相まって、幅広い層に新聞の表現力、存在感をアピールした作品として高く
評価された。

2-3 面

1 面 20 面
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Newspaper Advertising Prize 2015

新聞広告賞■ 

新
聞
社
企
画
部
門 上毛新聞社　営業局、東京支社営業部、地域貢献室

絹の物語 未来ヘ ― シルクカントリー群馬キャンペーン

2014 年 6 月 30 日ラッピング表面

ラッピング裏面
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◉広告主 ―――――――――――― 群馬県、 群馬銀行、しののめ信用金庫、ＪＡグ
ループ群馬、毎日新聞北関東コア、ヤマト、ヤマ
ダ電機、ＪＩＮＳ、プリオコーポレーションなど１９８
社・団体

◉掲載状況 ―――――――――２０１４年６月１７日、３０日、７月１０日、１０月３日、
５日、１５日、１１月１９日、１２月１１日（０５年から
キャンペーンを継続中）／ラッピング、別刷り特集

（３２ページ、２２ページ、８ページ）、二連版全３０
段、全１５段など。カラー・モノクロ

◉広告活動 ――――――――― ウェブサイト、ＡＲ、デジタルサイネージ、イベント
と連動

◉企画 ――――――――――――――― 上毛新聞社営業局、東京支社営業部、地域貢献室
◉制作 ――――――――――――――― 上毛新聞社営業局、編集局、クリエイティブスタジ

オ ビーイング

◉企画の概要と選定理由
群馬県が誇る「絹」の歴史と文化を県民共有の資産としてとらえ直し、新
聞社の各部署が連携した取り組みによって郷土のグランドデザインを構想し
た。長期にわたる活動が世界遺産登録運動と一体となって盛り上がりを見
せ、キャンペーン１０年目には「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産
登録に結実。登録記念に発行したラッピング紙面と別刷り特集は、地域貢
献を推進する多くの企業・団体の賛同を得て合計６４ページにも及んだ。
様 な々アプローチで絹文化への理解を深めたほか、シルク生地に号外紙面
を印刷した絹新聞は多くのメディアで取り上げられ、海外を含め内外で大き
な反響を呼んだ。登録後の地域作りを学ぶ公開講座やイベントの開催も含
め、重層的、長期的に地域の資産の価値を発信し、地元文化の理解促進
につなげた作品として高く評価された。

6 月 17 日 12-13 面

10 月 5 日 6-7 面

6 月 30 日別刷り特集 1 面

7 月 10 日別刷り特集 1 面
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◉広告主 ―――――――――――― 東海テレビ放送、ＣＢＣテレビ、中京テレビ放送、
名古屋テレビ放送、松阪屋、ＰＡＲＣＯ、ＮＴＴドコ
モ、東海東京証券、岐阜スバル自動車、メナード、
両口屋是清、東宝、つるぎ元気プロジェクト、十
六銀行、大垣共立銀行など１３３社

◉掲載状況 ―――――――――２０１４年１０月３日から１５年５月２０日まで／タブロ
イド４ページ、ブランケット２４ページなど各種別刷
特集（いずれもカラー）を１１回発行

◉広告活動 ――――――――― 特集の一部ではＡＲ、イベントなどと連動
◉企画 ――――――――――――――― 中日新聞社広告局、中日新聞北陸本社広告部
◉制作 ――――――――――――――― 中日新聞社、企画室 雄、エディマート　ほか
◉扱い ――――――――――――――― 電通、電通名鉄コミュニケーションズ、中日アド企

画　ほか

◉企画の概要と選定理由
一部ずつ刷り分け可能な可変印刷技術で新しい広告表現を開発し、新聞
広告を起点とした話題作り、広告主の売り上げに結びつく企画を実施した。

「絵あわせ」「抽選番号」「おみくじ」「名前と記録入りの完走者新聞」な
どハイブリッド印刷装置を駆使した多様な展開は、若年層を含め読者の注目
を集め、集客動員数を増やすなど広告効果を実証した。デジタル印刷機を
使った全日本広告連盟金沢大会特集は、加賀友禅の絵柄と加賀温泉郷で
働く女性たちの顔写真の掛け合わせにより３６００パターンの紙面を作成、多
くの人物が登場した紙面は新聞をより身近に感じさせ、地元産業の魅力を
効果的に発信した。最新の印刷技術を活用して大きな話題を喚起すること
に成功し、新聞広告の可能性を広げた作品として高く評価された。

中日新聞社　広告局／中日新聞北陸本社　広告部

ハイブリッド印刷装置とデジタル印刷機による可変印刷広告特集

「Lady Kaga」「名古屋ウィメンズ・シティマラソン完走者新聞」
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「Let' go　栄」特集 「住まいと暮らしの総合フェア」特集 「アイチナゴヤポプカル新聞」

「浜北中日ハウジングセンター開業 7 周年」特集 「清流の国ぎふ」特集 「加賀伝統文化　辻
つじうら

占」特集

「本巣日和」 浜松シティマラソン　完走者記録証新聞 アイチ栄ポプカル新聞
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北日本新聞社　東京支社営業部

富山もようプロジェクト

8月2日表面

8月3 日表面
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◉広告主 ―――――――――――― キリンビール、 源、 サントリー、 明治、 サラヤ、
学研エデュケーショナル、日本スポーツ振興セン
ター、北陸電力、中越パルプ工業、スマートフォレ
スト

◉掲載状況 ―――――――――２０１４年８月１日から５日まで、１０月１９日、１５年
３月１４日／全６０段（ラッピング）カラー、全１５
段カラー

◉広告活動 ――――――――― フェイスブックと連動。県内企業・団体とタイアップ
し、「富山もよう」のデザインを活用したフロアマッ
ト等の製品化などを展開

◉企画 ――――――――――――――― 北日本新聞社東京支社営業部、電通
◉制作 ――――――――――――――― 北日本新聞社東京支社営業部、電通、ウンピアッ

ト、ジェ・シー・スパーク
◉扱い 				 電通、電通西日本

◉企画の概要と選定理由
立山連峰や白エビをはじめ、富山県の象徴をテキスタイルデザインで表現し
た紙面で朝刊本紙を包み、創刊１３０周年の謝意を込めた贈り物として昨年
８月、４日連続で読者に届けた。富山らしさを再認識し、未来志向で地域を
盛り上げるため、富山の自然、食、女性、スポーツについて有識者のインタ
ビューを掲載し、色鮮やかで大胆なデザインの紙面との組み合わせで高い
注目を集めた。好評を得て、１０月の新聞週間、今年３月の北陸新幹線開
業記念特別増刊でも実施し、新規広告主の大型出稿にも結びつけるなど
広告営業でも効果を上げた。「富山もよう」の優れたデザインは県内企業と
のタイアップでタペストリーやマットとなって街を彩ったほか、ラッピング紙面を
活用した作品が紙上やワークショップで紹介され、新聞への親近感を醸成し
た。企画開始時からソーシャルネットワークを活用して波及の様子を継続的
に発信するなど、県民や企業と共鳴しながら地域を盛り上げた作品として高
く評価された。

8月4 日表面

8月5 日表面 8月2 日～ 5 日裏面
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社
企
画
部
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ＣＯＯＬ　ＡＲＩＴＡ　～未来への挑戦～
佐賀新聞社　営業局

2014 年 8 月 1 日別刷り特集 1 面

34



Newspaper Advertising Prize 2015

新
聞
社
企
画
部
門
▼
新
聞
広
告
賞

2015 年 2 月 13 日全 5 段2014 年 8 月 1 日別刷り特集 8-9 面

2015 年 3 月 27 日別刷り特集 4-5 面 2015 年 3 月 27 日別刷り特集 6-7 面

◉広告主 ―――――――――――― キリンビール、森永乳業、日清製粉グループ、明
治、サニックス、三菱重工印刷紙工機械、菓匠 清
閑院、東洋水産、第一三共、ＪＡ共済、日本製紙、
オフィスオーガスタ、日本冷凍食品協会など 19 社

◉掲載状況 ―――――――――２０１４年８月１日から１５年４月２８日まで／別刷り特
集（１２ページ、８ページ）、全１５段、全５段、全
３段、カラー

◉広告活動 ――――――――― ウェブサイトでイベント参加者を募集
◉企画・制作 ――――――― 佐賀新聞社営業局
◉扱い ――――――――――――――― 電通、電通九州

◉企画の概要と選定理由
１７世紀初頭に始まる有田焼の伝統を現代の生活様式の中で再発見するべ
く、異業種間のコラボレーションを中心に、同紙の創刊１３０周年記念事業と
して別刷り特集などで展開した。ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮの潮流にあわせて、セレク
トショップのＢＥＡＭＳやディズニーと商品開発を行い、毎年ゴールデンウイー
ク中に開催される陶器市にオリジナルの食器を使用したカフェを開設するなど、
時代の変化に適応してきた有田焼４００年の歴史に、新たな価値を付加する
取り組みに挑戦した。紙面では、赤や青の有田焼の象徴的な色使いをベー
スに地元出身の気鋭の書家による題字を使用、また料理研究家や窯元との
協業により、地域の伝統文化の再構築を目指した。新たな消費者層の取り
込みや地域産業の持続的発展への道筋を開拓したことが広告主にも歓迎さ
れ、新聞社の総合力を実証した企画として高く評価された。
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